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市税
87億1,419万円
29.8%

繰入金
17億4,741万円
6.0%

分担金・負担金
使用料・手数料
6億3,888万円
2.2%

財産収入,
諸収入など
7億8,898万円
2.7%

地方交付税
59億円　20.1%

国庫支出金
33億2,886万円
11.4%

県支出金
16億212万円
5.5%

市債
54億1,840万円
18.5%

その他交付金
11億4,116万円
3.8%

歳入
292億8,000万円

依存財源
59.7% 自主財源

40.3%

義務的経費
108億3,964万円

37.1%

投資的経費
76億408万円
26.0%

その他
108億3,628万円

36.9%

人件費
35億7,116万円
12.2%

扶助費
40億5,840万円
13.9%

公債費
32億1,008万円
11.0%普通建設事業費,

災害復旧費
76億408万円
26.0%

物件費,
維持補修費
39億7,974万円
13.5%

補助費等
31億6,738万円
10.8%

繰出金
33億520万円
11.3%

その他の経費
3億8,396万円　1.3%

歳出
292億8,000万円

職員の給与、退職金、
議員の報酬などの経費

市民税、固定資産税など
市へ納入される税金

国や県から使用
目的を特定して
交付されるお金

基金を取り崩
したお金など

基金の積立金や貸付金など

市が借り入れたお金
（市債）の元金、利子
の支払い経費

市庁舎、市民会館、道路、
学校などを整備する経費

子育て支援、高齢者
や障がい者への福祉
施策、医療費助成、
生活保護などの経費

施設建設や道路整備な
ど多額の費用がかかる
場合に、国や銀行など
から借りるお金

保育所、幼稚園などの施設
使用料や事務手数料などどの地方公共団体も一定水準の

事務が行えるよう、一定の基準
により国から交付されるお金

国民健康保険事業、介護
保険事業など特別会計を
支える経費

物品購入、仕事の
委託、施設の維持
補修などの経費

一部事務組合への負担
金や各種団体への補助
金など市が負担する事
務経費や公益上必要な
サービス経費

平成26年度　当初予算

ひとが元気、まちが元気、　　
やさしさと元気印のまちづくり

総務課財政係　☎２３−３９００

特別会計 183億9,515万円
（水道事業会計含む）

一般会計 292億8,000万円

　一
般
会
計
は
前
年
度
比
２５
億

４
、
０
０
０
万
円
（
９
・
５
％
）

増
の
２
９
２
億
８
、
０
０
０
万

円
で
、
合
併
以
降
、
最
大
の
予

算
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
新
庁

舎
や
新
市
民
会
館
な
ど
の
建
設

事
業
が
本
格
化
す
る
と
と
も
に
、

第
２
子
以
降
の
保
育
料
の
無
料

化
や
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の

整
備
な
ど
子
育
て
支
援
と
防
災

関
連
施
策
に
重
点
的
に
配
分
し

ま
し
た
。

　特
別
会
計
１０
会
計
は
前
年
度

比
１
億
４
５
３
万
円
（
０
・
７

％
）
増
の
１
５
９
億
７
、
６
４

２
万
円
、
水
道
事
業
会
計
は
前

年
度
比
３
、
１
１
７
万
円
（
１
・

３
％
）
増
の
２４
億
１
、
８
７
３

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　市
税
は
、
景
気
回
復
や
個
人

所
得
の
増
加
を
見
込
ん
だ
こ
と

に
よ
り
、
前
年
度
比
３
億
９
、

６
４
９
万
円
（
４
・
８
％
）
増

の
８７
億
１
、
４
１
９
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
比

１
億
円
（
１
・
７
％
）
増
の
５９

億
円
を
、
国
・
県
支
出
金
は
、

前
年
度
比
５
億
８
、
１
０
８
万

円
（
１３
・
４
％
）
増
の
４９
億
３
、

０
９
８
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。　市

債
は
、
新
庁
舎
の
建
設
事

業
に
加
え
、
新
市
民
会
館
や
同

報
系
防
災
行
政
無
線
の
工
事
開

始
に
伴
い
、
合
併
特
例
債
な
ど

の
発
行
が
増
加
す
る
た
め
、
前

年
度
比
１０
億
２０
万
円
（
２２
・
６

％
）
増
の
５４
億
１
、
８
４
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、

庁
舎
改
築
整
備
基
金
で
１０
億
円
、

財
政
調
整
基
金
で
６
億
円
、
合

併
振
興
基
金
で
５
、
６
０
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　義
務
的
経
費
は
、
公
債
費
や

職
員
数
の
減
少
に
よ
る
人
件
費

の
減
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
、

前
年
度
比
４
億
１
１
１
万
円（
３

・
６
％
）
減
の
１
０
８
億
３
、
９

６
４
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　新
庁
舎
や
新
市
民
会
館
、
中

央
七
間
橋
線
な
ど
を
整
備
す
る

た
め
の
投
資
的
経
費
は
、
前
年

度
比
１８
億
３
、
５
０
５
万
円
（
３１

・
８
％
）
増
の
７６
億
４
０
８
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一般会計の内訳

一

般

会

計

歳

入

一

般

会

計

歳

出
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　新
庁
舎
と
新
市
民
会
館
を
建

設
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
総
事
業
費
は
左
表
の
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　ま
た
、
建
設
関
連
費
用
に
つ

い
て
は
、
国
の
補
助
制
度
や
本

市
で
積
み
立
て
た
貯
金
（
基
金
）

を
有
効
に
活
用
し
て
、
借
金
（
市

債
）
を
抑
え
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
費
に
対
す
る

本
市
の
借
金
は
左
表
の
と
お
り

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

「
新
庁
舎
と
新
市
民
会
館
の

建
設
費
用
の
借
金
が
増
え
て

も
今
後
の
市
の
財
政
運
営
は

大
丈
夫
？
」

　借
金
（
市
債
）
の
額
だ
け
を

見
る
と
、
多
額
で
す
が
、
ど
ち

ら
の
借
金
（
市
債
）
も
「
合
併

特
例
債
」
と
い
う
市
債
を
発
行

し
て
、
お
金
を
借
り
入
れ
ま
す
。

合
併
市
町
村
の
み
が
発
行
で
き

る
条
件
の
よ
い
市
債
で
、
毎
年

度
返
済
し
て
い
く
元
金
と
利
子

の
７０
％
は
地
方
交
付
税
に
算
入

さ
れ
て
、
国
か
ら
市
に
交
付
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
財
源
と
し

て
借
金
の
返
済
に
充
て
て
い
き

ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
終
了
す

る
平
成
２７
年
度
末
に
は
、
約
４

０
０
億
円
の
借
金
（
市
債
）
の

残
高
と
な
る
見
込
み
で
、
平
成

２５
年
度
末
よ
り
約
７０
億
円
の
借

金
が
増
え
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
借
金

（
市
債
）
の
残
高
の
約
８
割
は
、

先
述
の
「
合
併
特
例
債
」
と
、
毎

年
度
返
済
す
る
費
用
の
全
額
が

地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
て
市

に
交
付
さ
れ
る
「
臨
時
財
政
対

策
債
」
に
よ
る
借
り
入
れ
で
す

の
で
、
借
金
（
市
債
）
の
返
済
費

用
に
よ
る
財
政
の
負
担
は
軽
減

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　将
来
の
借
金
（
市
債
）
の
残

高
と
返
済
す
る
費
用
の
推
移
予

測
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
す
。

　平
成
２７
年
度
末
を
ピ
ー
ク
に

平
成
３４
年
度
末
に
は
現
在
の
借

金
（
市
債
）
の
残
高
と
同
程
度

ま
で
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

　ま
た
、
返
済
す
る
費
用
（
公

債
費
）
に
つ
い
て
も
、
平
成
３１

年
度
か
ら
３４
年
度
に
か
け
て
は

増
加
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
、

現
在
と
同
程
度
で
推
移
す
る
見

込
み
で
す
。

　ま
た
、
財
政
の
健
全
化
を
示

す
指
標
で
あ
る
「
実
質
公
債
費

比
率
」
も
併
せ
て
上
昇
し
ま
す

が
、
国
が
定
め
る
早
期
健
全
化

基
準
の
２５
％
を
下
回
る
１２
％
前

後
で
推
移
す
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。　以

上
の
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎

と
新
市
民
会
館
の
建
設
が
終
了

し
た
の
ち
も
、
本
市
は
安
定
的

な
財
政
運
営
を
維
持
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　今
後
も
行
財
政
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地

方
債
の
新
規
発
行
を
抑
制
す
る

な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　市
が
１
年
間
に
行
う
事
務

事
業
の
予
算
が
分
か
る
「
平

成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
書

及
び
予
算
に
関
す
る
説
明
書
」

「
平
成
２６
年
度
特
別
会
計
予

算
書
及
び
予
算
に
関
す
る
説

明
書
」
は
、
市
本
庁
総
合
案

内
所
や
大
野
原
支
所
、
豊
浜

支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　予
算
の
概
要
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

人口６３，１２８人（平成２６年１月１日現在）
子育て支援、高齢者や障が
い者への福祉施策、医療費
助成、生活保護などに

１３６，４２１円

庁舎管理、情報化、広報や
広聴などに

９１，２２０円

市が借り入れたお金（市債）
の元金、利子の支払いに

５０，８５０円

小・中学校、幼稚園や図書
館などに

４８，８５４円

一般会計予算額を市民一人当たりに換算すると…４６３,８１９円

環境対策、清掃事業、
各種健診などに

４１，８７４円

道路や公園の整備、
まちづくりに

４１，４３５円

消防、防災対策に

２５，９７４円

農林水産業、商工業や
観光振興に

２１，９１７円

その他の経費
（議会、労働など）

５，２７４円

（注）平成２８年度以降、毎年借金（市債）を２０億円（うち臨時財政対策債１２億円）
　　　借り入れる想定です。

地方債残高
（億円）

元利償還金
（億円）

地方債残高と元利償還金の推移

事　業 事 業 費 市債金額

新庁舎 38 億円 27 億円

新市民会館 56 億円 45 億円

財
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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　平成２６年度は、観音寺市総合振興計画後期基本計画（平成２５年３月策定）に掲げる３つ

の戦略プラン「人口減少・少子化克服」「人が集まるまちの再興」「市民の力を結集」を強力

に推進する事業に重点的に取り組みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画課企画調整係　☎２３−３９１７

平 成 ２６ 年 度  重 点 施 策

大野原小学校校舎増築事業　　　　　　１，６３９万円

　特別支援学級や少人数教室として利用可能な多目
的スペースを整備します。

「子ども読書の街」づくり推進事業　　　　　８０万円

　読書指導や朝の読書と読み聞かせなどの充実、読
書講演会、読書フェスタの実施などを行います。

特別支援教育支援員設置事業　　　　　２，７６９万円

　教育的支援を必要とする児童生徒に対して、市内
の小・中学校に特別支援教育支援員を配置します。

就学前第２子以降の保育料無料化

　観音寺市内に住所を有し、同一世帯から２人以上通
所・通園している第２子以降を対象に、「保育料」の
自己負担を原則無料とします。（５ページ参照）

ファミリー・サポート・センター事業　　　５１５万円

　育児の援助を受けたい人と援助をしたい人が会員に
なり、育児を助け合う「ファミリー・サポート・セン
ター」の設置運営を委託して実施します。

放課後児童健全育成事業　　　　　　　　３，８１７万円

　留守家庭の小学１～３年生までを対象に、放課後に
適切な遊び場や生活の場を提供します。（市内７教室）

人口減少・少子化克服プラン1

耐震改修対策支援補助事業　　　　　　１，７６２万円

　民間住宅の耐震診断や改修に要する経費の一部を
補助します。

同報系デジタル防災行政無線整備事業　
　　　　　　　　　　　　　　　　７億７，９１０万円

　災害や避難等に関する情報を一斉に市民に伝達す
る同報系防災無線システムの整備を進めます。

地域情報通信基盤整備事業　　　　　　６，４００万円

　超高速ブロードバンド未整備地区への民設民営に
よる整備事業費の一部を補助します。

瀬戸内国際芸術祭開催事業　　　　　　　３５７万円

　瀬戸内国際芸術祭２０１６の開催に向けた事業を実
施します。

新庁舎建設事業　　　　　　　　　　３２億４，０１２万円

　災害時に防災拠点としての機能を果たせる市役所新
庁舎の建設を進めます。（平成２７年３月末完成予定）

新市民会館建設事業　　　　　　　　７億２，５２７万円

　新市民会館の建設工事を計画的に進めます。

市道橋落橋防止対策事業　　　　　　　　７，３００万円

　大規模地震発生時に緊急輸送路の通行を確保するた
めに、落橋防止対策を計画的に進めます。

常磐地区排水対策事業　　　　　　　　　６，６４６万円

　排水能力が不足している常磐地区の農業用排水路の
浸水被害の軽減と防止のための整備を進めます。

水道施設耐震化推進事業　　　　　　　　２，１８７万円

　緊急性の高い水道施設から、施設の耐震補強や耐震
管路等の工事を計画的に進めます。

人が集まるまちの再興プラン2

交流定住促進事業　　　　　　　　　　１，１６４万円

　観音寺市の交流・定住人口の増加につながる事業
を実施します。（シティプロモーション活動、移住相
談、空き家バンク、空き家リフォーム事業補助金、婚
活支援など）

自治公民館建設補助事業　　　　　　　　１，１００万円

　自治公民館の新築や増改築、衛生設備の更新やバリ
アフリー化などの経費に対して補助を行います。

市民団体等活動促進事業　　　　　　　　　　８１万円

　新しい公共の担い手として期待できるボランティア
団体やＮＰＯ法人が行う地域の課題を解決するための
自主的な活動に対し補助を行います。

市民の力を結集するプラン3
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認可保育所
条件を満たした場合は、保育料が無料になります。

※特に申請などの手続きは必要ありません。

就学前の第２子以降の保育料が無料になります
　４月から、就学前の子どもが２人以上いる世帯で、就学前の最年長児が保育所、幼

稚園、認可外保育施設、認定こども園、特別支援学校幼稚部、情緒障害児短期治療施

設通所部において保育や教育を受けている場合、または児童発達支援や医療型児童発

達支援を利用している場合（以下「条件を満たした場合」という。）、就学前の第２子

以降の子どもの保育料が無料になります。

問い合わせ先：子育て支援課　☎２３−３９６２

　下の条件を満たした場合には、認可外保育施設に通っている就学前の第２子以降の子どもに対す

る保育料に相当する保護者負担金を補助します。

認可外保育施設

　申請者の請求（請求書の提出）後、当該年度の９月と３月に補助金を交付します。

■補助金交付の時期

　補助金交付申請は、随時受け付けします。施設への入所手続きが完了したら併せて子育て支援課

に申請してください。

■申請の受付時期

❶ 補助金交付申請書（対象児童が複数いる場合も１通で可）

❷ 保育状況調書

❸ 在籍証明書（就学前の最年長児と対象児童のものが必要）

❹ 対象児童の世帯全員の住民票の写し

❺ 補助金変更交付申請（変更がない場合は必要なし）

❻ 請求書（対象児童の保育料であることがわかる領収書原本を添付）

■補助金交付に必要な書類

　市内に住所を有する、対象児童の保護者。原則、就学前の最年長児と対象児童、対象児童の保護

者が同一の世帯であること。

※保護者が市外に住所を有し、対象児童等が市内の親族等の所に住所をおいている場合は対象外。

■補助対象者

公立幼稚園
　保育料減額免除申請により、保育料が無料になります。市内に住所を有していることが条件です。

保護者は、入園時と６月中旬に必要な書類を通園している幼稚園に提出してください。

　対象者は、保育料や入園料の減額や免除を実施している私立幼稚園に就園している幼児の保護者

で、市内に住所を有していることが条件です。

　保護者は、６月中旬に保育料減額免除申請と必要な書類を通園している私立幼稚園に提出し、幼

稚園を通じて補助金の交付申請をします。国の制度に加えて、市が上乗せ補助をすることで、実質、

就学前の第２子以降の保育料が全額免除になります。

　補助金は、年２回（１０月、３月）に市が私立幼稚園を通じて保護者に交付します。

私立幼稚園

問い合わせ先：教育委員会学校教育課　☎５４−５７１０
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　市では、使用可能な空き家を有効活用する「空き家バンク制度」を平成２３年から実施しています。

この制度に登録した空き家のリフォームや不要物の撤去に対し補助を行う「空き家リフォーム事業補

助金制度」を４月から開始しました。

補助の内容
【１】空き家のリフォーム　

　　空き家の全部または一部の修繕、補修、更新、取り換え等の費用

　　補助金額　補助対象事業費の２分の１（限度額５０万円）

【２】不要物の撤去

　　空き家を利用するための不要物の撤去費用

　　補助金額　補助対象事業費の２分の１（限度額５万円）

対象者
　「空き家バンク制度」に登録した物件の所有者または利用者

注　意
・市内業者が行う工事等に対し補助

・ＵＪＩターン者向けに実施していた「空き家バンク制度」も、４月から市内在住の人も利用でき

るようになりました。積極的に活用してください。

問い合わせ先
　企画課　☎２３−３９１７

　詳しくは市ホームページまたは企画課まで問い合わせてください。

　（観音寺市ホームページ 市政→まちづくり→交流定住促進事業）

開始しました！空き家リフォーム事業補助金

市職員を募集します

試 験 区 分 ・ 募 集 人 数 等

秘書課人事係　☎２３−３９１５

　　　　　　　　７月２７日（日）

受付期間：６月２日（月）～１３日（金）（土・日曜日は除く）（郵送は当日

消印有効）午前８時３０分～午後５時１５分

提出方法：秘書課（本庁３階）に持参または郵送

　　　　　〒７６８−８６０１（住所記載不要）観音寺市秘書課人事係

　５月１日（木）から、本庁１階の総合案内所、秘書課、各支所で配

布します。市ホームページからもダウンロードができます。

注意：電話や電子メールでの請求は不可

　　　詳しくは市ホームページで確認してください。

　　　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　下記の募集も予定しています。試験

日や受験資格など詳しくは７月号広報

紙に掲載する予定です。

○保育士 ･ 幼稚園教諭

○保育士 ･ 幼稚園教諭（経験者対象）

○看護師

○一般事務（初級）

○一般事務（身体障がい者対象）

区　分 人　数 受　　験　　資　　格 試験の程度

一般事務
（上級）

１３人 昭和５５年４月２日以降に生まれた人

大学卒業
程度

土　木 １人
昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、土木系学科を卒業した人
または平成２７年３月３１日までに卒業見込みの人

建　築 １人
昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、２級以上の建築士資格を
有する人

第一次試験日

試験申込書受付

試験案内・試験申込書
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　子育てに頑張っているお母さんお父さん、困っていることや悩んでいることはあ

りませんか？　子どもと一緒に遊んだり同じ子育て世代の人たちとおしゃべりした

りして楽しく過ごしませんか。

　参加申し込みは不要で、開放時間内であればいつでも誰でも無料で利用できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　子育て支援課　☎２３−３９６２

　４月からの消費税率の引き上げに伴い、所得が低い人への負担を緩和するため、暫定的・臨

時的な措置として「臨時福祉給付金」が支給されます。

　また、子育て世帯の人に対しても、消費税の引き上げによる影響を考慮し、臨時的な給付措

置として「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます。

　※具体的な申請の受付時期や手続等は、決まり次第広報紙やホームページでお知らせします。

給付対象者

　平成２６年１月１日において、観音寺市に住民登

録があり、平成２６年度市民税（均等割）が課税さ

れていない人。

　ただし、課税されている人の扶養親族等や生活

保護制度の被保護者などは対象外です。

給付額

　給付対象者１人につき１万円

　給付対象者で、下の該当者には５千円を加算

　（老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、

児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など）

場　　　　所 月 火 水 木 金 土 日

高室公民館　（あぶあぶひろば）
高室保育園　　　　☎２４−３１３０

　 　
９：００～　
　１４：００

大野原いきいきセンター（ぴよぴよ
クラブ）柞田保育所☎２５−５１１５

　
９：００～　
　１４：００

豊浜ふれあいセンター（ふれあい広
場）ふたば保育園　☎２５−５３８８

　 　 　 　
９：３０～　
　１４：３０

木之郷公民館（愛あいサークル）　
愛和保育園　　　　☎２７−７４４０

　 　 　
９：００～　
　１４：００

常磐公民館（わくわくクラブ）中部
保育園　　　　　　☎２５−８３５９

９：００～　
　１４：００

ふたば保育園　　　☎２５−５３８８ 　 １０：００～１５：００ １０：００～１５：００

柞田保育所　　　　☎２５−５１１５ ９：００～１４：００

高室保育園　　　　☎２４−３１３０
９：００～１４：００

月曜日赤ちゃんの日
９：００～１４：００

第３土曜さくらんぼクラブ

愛和保育園　　　　☎２７−７４４０ ９：００～１４：００

中部保育園　　　　☎２５−８３５９ ９：００～１４：００

給付対象者

　平成２６年１月分の児童手当（特例給付を含む）

の受給者で、平成２５年の所得が児童手当の所得

制限額に満たない人。

　ただし、臨時福祉給付金の給付対象者や生活

保護制度の被保護者などは対象外です。

給付額

　児童手当の対象となる児童１人につき１万円

注意

＊受給できるのは、どちらか１つの給付金です。

＊「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給

付金」を装った詐欺に注意してください。問い合わせ先　子育て支援課　☎２３−３９６２

あ な た の 子 育 て を 応 援 し ま す

臨時福祉給付金

地域子育て支援センター事業（都合により変更することがあります）

子育て世帯臨時特例給付金

臨 時 福 祉 給 付 金・子 育 て世 帯 臨 時 特 例 給 付 金
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　「観音寺ホッとメール」は、携帯電話などのメール機能

を利用して、さまざまな情報を配信するサービスです。

防災情報や学校情報、イベントや育児に関することなど、

利用者が希望する項目を選択・登録すると、タイムリー

な情報を受け取ることができます。

利用上の注意

観 音 寺 市 災 害 に 強 い

地域づくり条例を制定

問い合わせ先

登録方法

●登録は無料ですが、配信の登録や変更、削除、メール

の送受信などにかかるパケット代や通信料は利用者の

負担です。

●配信したメールに、返信はできません。

●メールアドレスを変更した場合は、再度登録をしてく

ださい。

●登録された利用者情報は、個人情報保護法などで守ら

れます。

●通信事業者のシステムなどの条件によっては、着信が

遅れる場合があります。

　現在、四国沖の南海トラフを

震源とする巨大な地震の発生が

懸念されています。

　国から発表された地震の発生

は今後３０年以内に７０％を上回る

確率で、いつ発生しても不思議ではないと考え

られています。

　また、地球温暖化などによって、台風の大量

発生やゲリラ豪雨なども多発する傾向にありま

す。災害発生時に市は、災害による被害を少な

くするために、最大限の対策を行ってまいりま

すが、自分のことは自分で守る「自助」、身近な

地域で支えあう「共助」、そして市が行う「公助」

が連携できてこそ、観音寺市を災害に強い地域

にすることができます。

　そこで、防災対策の基本理念を定め、市民の

皆さんや自主防災組織、企業などの事業者や学

校などが、市とともに力を合わせ、観音寺市が

災害被害の少ない、災害に強い地域になること

を目指して条例を制定しました。

　次号から、この条例の内容について詳しく説

明します。　　

　問い合わせ先：危機監理課　☎２３−３９４０

　４月１日から香川県防災情報システム

が更新され、気象情報や避難情報等の防

災情報配信サービスが新しくなりました。

ぜひ登録をしてください。

登録はこちら

http://info.bousai-kagawa.jp/

①上記ＵＲＬへ接続し、登録（変更、解

除）を選択する。

②メール画面が表示されたら空メールを

送信する。

③返信されるメールの案内に従って登録

する。

注意：ドメイン指定受信を行っている場

合は「bousai-kagawa.jp」を追

加してください。

　これまでの「香川県避難情報伝達シス

テム」（３月３１日終了）に登録している人

も再登録が必要です。

問い合わせ先：危機管理課

　　　　　　　　　　　☎２３−３９４０

企画課情報統計係　☎２３−３９１７

　　Ｅメール　kikaku@city.kanonji.lg.jp

① entry@city.kanonji.lg.jp
へ空メールを送信（ＱＲコ

ードからもアクセス可能）

②「観音寺ホッとメール受付｣

という返信メールが届く。

受信拒否設定など迷惑メ

ール対策をしていて返信メールが届かない

人は、「hotmail@city.kanonji.lg.jp」のア

ドレスまたは「city.kanonji.lg.jp」のドメイ

ンからのメールを受信可能に設定してくだ

さい。

③メール本文のＵＲＬに接続して登録画面が

表示されたら「利用規約」

を確認後、配信を希望する

情報を選択してください。

④「登録完了｣ のメールが届

いて登録完了です。

観 音 寺 ホッとメールに 登 録 を！

香川県防災情報メールの

  登録を！
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廃プラスチック類の分別のお願い
　廃プラスチック類（廃プラ）の分別にご協力をいただいていますが、排出された

透明の指定袋の中に、缶やビン、金属類の混入がみられます。リサイクルしやすい

ように廃プラのみの分別に協力してください。

　不燃ごみは、年間約１，３５０トン収集され、そのうち約８０％が廃プラで、ごみ固形

燃料（ＲＰＦ）などにリサイクルされる、大切な資源です。

★新聞や雑誌類、段ボールのほか、アルミ製品やその他の金属類も分別収集し、

リサイクルしていますので、他のごみと分けるなど協力してください。

★ごみは、必ず朝８時までに、決められた場所に分別して排出してください。

　問い合わせ先：生活環境課　☎２５−２６９８

・ラップ類、お菓子の袋、冷凍食品の袋

・レジ袋、フィルム状の袋（タバコの外装など）

・生鮮食品のトレイ、パック

・その他、左のマークのある物

　汚れた廃プラはリサイクルできません。

食べ残しや、調味料がついている場合は

水洗いし、指定袋（無色透明）に入れて

出してください。汚れが取れない場合は

廃プラとして排出しないでください。

廃 プ ラス チ ッ ク 類 と は？

　大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
、
国
や
県
、
市
の
対
応

（
公
助
）
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
早
期
に
実
効
性
の
あ
る

対
策
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
分
た

ち
で
住
宅
の
耐
震
化
、
家
具
・

電
気
製
品
等
の
転
倒
防
止
対
策

な
ど
を
し
て
、「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
」（
自
助
）
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
顔

を
合
わ
せ
る
地
域
や
近
隣
の
人

々
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
精
神

で
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、

自
発
的
な
防
災
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
（
共
助
）
が
必
要
で
す
。

そ
の
「
自
助
」「
共
助
」
の
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
市
で
は
「
自

主
防
災
組
織
活
性
化
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
」
と
「
自
主
防
災

力
強
化
事
業
費
補
助
金
交
付
要

綱
」
に
基
づ
き
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
や
活
動
に
対
す
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●

防
災
資
機
材
購
入
事
業

　自
主
防
災
組
織
が
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
ラ
イ
ト
、
メ
ガ
ホ
ン
、

発
電
機
、
投
光
器
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
、
消
火
器
、
担
架
、
救
急

セ
ッ
ト
等
の
防
災
資
機
材
を
購

入
す
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
の
額
で
、
１
つ
の
自
主
防

災
組
織
に
つ
き
１０
万
円
を
限
度

●

防
災
訓
練
事
業

　自
主
防
災
組
織
が
、
図
上
訓

練
、
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
救
出
・
救
護

訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
、
炊
き

出
し
・
給
水
訓
練
、
そ
の
他
防

災
上
必
要
な
訓
練
を
同
時
に
２

種
類
以
上
実
施
し
た
際
に
発
生

し
た
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　た
だ
し
、
組
織
の
構
成
世
帯

の
３
分
の
１
以
上
の
参
加
が
必

要
で
す
。

　１
０
０
世
帯
以
下
の
組
織
は

１
万
円
を
限
度

　２
０
０
世
帯
以
下
の
組
織
は

２
万
円
を
限
度

　２
０
１
世
帯
以
上
の
組
織
は

３
万
円
を
限
度

●

地
域
防
災
訓
練
支
援
事
業

　小
学
校
区
（
市
長
が
特
に
認

め
る
と
き
は
、
小
学
校
区
を
分

割
し
た
区
域
）
を
単
位
と
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
や
保
護
者
と
一

体
と
な
っ
て
行
う
実
践
的
な
防

災
訓
練
に
要
し
た
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

　
　
　５０
万
円
を
限
度

●

防
災
士
育
成
支
援
事
業

　防
災
士
と
は
、
減
災
と
防
災

力
向
上
が
期
待
さ
れ
、
十
分
な

意
識
・
知
識
・
技
能
を
有
す
る

日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
し
た

地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
で

す
。
防
災
士
資
格
の
取
得
に
必

要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

　
　
　２
万
円

　危
機
管
理
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
０

自
主
防
災
組
織

　
　の
重
要
性

観
音
寺
市
自
主
防
災
組
織

　
　
　
　
　活
性
化
事
業

観
音
寺
市
自
主
防
災
力

　
　
　
　
　強
化
事
業

　自
分
で
守
る

　
　
　自
分
た
ち
で
守
る

補
助
額

補
助
額

補
助
額

補
助
額
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出前講座を利用してください
　市では、行政のさまざまな情報を市民の皆さんに提供し、市政への理解と

市民参加による協働のまちづくりを推進するため、「出前講座」を開催してい

ます。ぜひ、グループ等で活用してください。

平成２５年度の実績

　○申請＝６５講座（実施した講座数＝６０講座、４／１以降に実施＝５講座）

　○参加者数＝１，７０５人

　○申し込みの多かった講座ベスト５

　　１　講座Ｎｏ．２２　介護予防について（社会福祉課）

　　２　講座Ｎｏ．５０　自主防災組織について（危機管理課）

　　３　講座Ｎｏ．５５　地震災害に備えて（三観広域行政組合消防本部）

　　４　講座Ｎｏ．１４　生活習慣病の予防（健康増進課）

　　５　講座Ｎｏ．２０　高齢者福祉制度について（社会福祉課）

出前講座は平成２５年度も
たくさんの人に利用していただき、大好評でした！！

受講できる人

　市内に在住または勤務、在学しているおおむね１０人以上で構

成するグループまたは団体

（政治・宗教・営利を目的とする場合や、苦情、個別相談等を

目的とする場合などは利用できません）

会場（市内に限る）

手配等は申込団体でお願いします。

実施時間

午前１０時～午後９時（休日・祝日の実施は相談してください）

講座開催までの流れ

①「講座メニュー」から希望する講座を選び、希望日の１カ月前までに、

　秘書課に申込書を提出してください。（郵送、ＦＡＸ可）

　申込書は、市役所総合案内所、秘書課、各支所にあります。

　（市ホームページからもダウンロードできます）

②「出前講座決定通知書」を送付します。

③出前講座を開催

④出前講座の受講後に、感想や意見を秘書課へ提出してください。

申し込み・問い合わせ先

〒７６８−８６０１ （住所記載不要）

観音寺市秘書課

☎２３−３９１５　　ＦＡＸ２３−３９２０

　市民の皆さんが主催する集会
や催しなどの場に職員が出向き、
市の取り組みやくらしに関する
ことなどをお話しします。
　講座メニューから希望の講座
を選んで申し込んでください。
多くの皆さんの利用をお待ちし
ています。
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出前講座メニュー
№ 講　　座　　名 時間（分） 担　当　課

市
政
・
ま
ち
づ
く
り

１ 観音寺市総合振興計画について ６０

企画課

２ 交流・定住促進について ４５

３ 男女共同参画について ４５

４ 観音寺市の行政改革について ４５

５ 統計調査について ３０

６ 広聴広報活動について ４５ 秘書課

７ 観音寺市の財政状況 ６０ 総務課

８ 選挙について ３０ 選挙管理委員会事務局

子
育
て
・
健
康
・
福
祉

９ 子育て支援について ３０

子育て支援課
１０ ひとり親世帯への支援について ３０

１１ 家庭児童相談・女性相談について ３０

１２ 保育所と子育て支援センターについて ５０

１３ 国民健康保険・後期高齢者医療について ４０

健康増進課

１４ 生活習慣病の予防＝観音寺市の現状は＝ ６０

１５ がん予防＝観音寺市の現状は＝ ６０

１６ 食育（食生活）について ６０

１７ 女性の健康づくり ６０

１８ 子どもの健康について ６０

１９ 障がい児（者）福祉制度について ６０

社会福祉課

２０ 高齢者福祉制度について ４０～６０

２１ 介護保険制度について ６０～９０

２２ 介護予防について ６０～９０

２３ 地域包括支援センターについて ６０

２４ 高齢者の権利擁護について ６０

２５ 成年後見制度について ６０

く
ら
し
・
環
境

２６ 個人住民税について ３０

税務課２７ 固定資産税について ３０

２８ 市税の納期・口座振替、軽自動車税・たばこ税について ３０

２９ 交通安全教室 ６０ 市民課

３０ 観音寺市のごみについて　※地域または自治会で申し込み ６０ 生活環境課

３１ 人権について ６０ 人権課

３２ 中山間地域等直接支払制度について　※該当地区対象 ６０
農林水産課

３３ 農地・水保全管理支払交付金事業について　※事業への意欲がある地域対象 ６０

３４ 道路の維持管理について ３０

建設課３５ 漁港・港湾施設の維持管理について ３０

３６ 河川の維持管理について ３０

３７ 住宅耐震診断・耐震改修補助事業について ３０ 建築課

３８ 観音寺市の公園・緑地について ４５

都市整備課

３９ 観音寺市の都市計画について ４０

４０ 開発許可制度・駐車場法について ３０

４１ 市営住宅について ４５

４２ 企業立地に対する優遇制度について ３０

４３ 観音寺市の下水道について ６０ 下水道課

４４ 古代の観音寺について　※プロジェクター使用 ９０ 生涯学習課

４５ ニュースポーツを体験 １２０ 市民スポーツ課

４６ 図書館の利用について ３０ 図書館

４７ 観音寺市の水道事業について ６０ 水道局

４８ 農地の売買・転用について ３０
農業委員会事務局

４９ 農地の貸し借りについて ３０

安
心
・
安
全

５０ 防災について ４５ 危機管理課

５１ 火災予防講座（住宅用火災警報器等） ３０

三観広域行政組合
消防本部

５２ 救命基礎講習（応急・救命手当の基礎的な内容） ６０

５３ 普通救命講習（心肺蘇生法とＡＥＤの使い方など） １８０

５４ 上級救命講習（普通救命講習、応急手当と搬送方法など） ４８０

５５ 地震災害に備えて　※プロジェクター使用 ６０

５６ １１９番について ３０

５７ チャレンジ！防災（防災体験と消防署見学　※幼児・小学生対象 ６０～９０

５８ 防災体験（防災センターで防災体験） ６０
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年に１度は、がん検診を受けましょう。

まだ申し込んでいない人は問い合わせてください。

胃がん、大腸がん、子宮頸
けい

がん、乳がん

子宮頸がん＝２０歳以上

胃がん、乳がん、大腸がん＝４０歳以上

胃がん、子宮頸がん、乳がん検診は時間予約制で

す。必ず事前に申し込んでください。

子宮頸がん、乳がんは２年に１度の検診です。平

成２５年度に受けた人は受けられません。

新庁舎建設工事に伴い、保健センターで実施して

いた検診は競輪場選手宿舎（琴浪町二丁目）に変

更しています。

保健センター　☎２３−３９６４

　親子で楽しめる音楽会を行います。大勢の参加を

お待ちしています。

５月２５日（日）午前９時３０分開場、午前１０時開演

常磐小学校体育館

　陸上自衛隊第１４旅団音楽隊

無料

観音寺市愛育会

保健センター　☎２３−３９６４

受　付　日　時 検診の種類 場　　所
５月９日（金） ８：３０～１１：００ 胃がん 高室公民館

１３日（火）
８：３０～１１：００ 胃がん

常磐公民館
８：３０～１０：００ 大腸がん

１１：００～１１：３０ 大腸がん 木之郷公民館
１４日（水） ８：３０～１１：００ 胃がん 常磐公民館

１６日（金）
８：３０～１１：００ 胃がん

豊田公民館
８：３０～１０：００ 大腸がん

１１：００～１１：３０ 大腸がん 粟井公民館

１９日（月）
８：３０～１１：００ 胃がん

競輪場選手宿舎
８：３０～１１：００ 大腸がん

２０日（火）
８：３０～１１：００ 胃がん

競輪場選手宿舎９：００～１０：００ 乳がん
１３：３０～１５：００ 子宮頚がん

２１日（水）

８：３０～１１：００ 胃がん

競輪場選手宿舎
９：００～１０：００ 乳がん
８：３０～１１：００ 大腸がん

１３：３０～１５：００ 子宮頚がん

２２日（木）
８：３０～１１：００ 胃がん

競輪場選手宿舎９：００～１０：００ 乳がん
１３：３０～１５：００ 子宮頚がん

２３日（金）
８：３０～１１：００ 胃がん

一ノ谷公民館
８：３０～１０：３０ 大腸がん

２９日（木） １４：００～１６：００
大腸、肺、
乳がん 伊吹町真浦港

３０日（金） ７：００～１０：００ 胃、乳がん

６月２日（月）
８：３０～１１：００ 胃がん

競輪場選手宿舎９：００～１０：００ 乳がん
１３：３０～１５：００ 子宮頚がん

３日（火）

８：３０～１１：００ 胃がん

競輪場選手宿舎
９：００～１０：００ 乳がん
８：３０～１１：００ 大腸がん

１３：３０～１５：００ 子宮頚がん

４日（水）

８：３０～１１：００ 胃がん

競輪場選手宿舎
９：００～１０：００ 乳がん
８：３０～１１：００ 大腸がん

１３：３０～１５：００ 子宮頚がん

５日（木）
８：３０～１１：００ 胃がん

競輪場選手宿舎
１３：３０～１５：００ 子宮頚がん

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）

や生活習慣病の予防と改善のために、健康診査を

実施します。

　対象者には５月末に受診券を送りますので、内

容を確認して受診してください。

６月１日～１０月３１日の診療時間内

市が指定する観音寺市・三豊市内の医療機関

保健センター　☎２３−３９６４

国保特定健康診査

４０歳から７４歳までの国保加入者（４月１日現在）

１，０００円（今年度中に４０歳・４５歳・５０歳・５５歳

になる人は無料）

国保以外の人は、加入している医療保険者に問

い合わせてください。

後期高齢者健康診査（健康診査）

後期高齢者医療の資格を持っている人

５００円

健康
だより

さあ受けよう！ 健康診断
国保特定健康診査・後期高齢者健康診査

平成２６年度がん検診

親子ふれあいコンサート

日時 場所 内容

対象 受付期間料金料

料

料

料

持参物持 問合先申込先注意注

注

主催主

主

人数

　平成１８年４月２日から平成１９年４月１日までに

生まれた子ども（小学２年生）で、日本脳炎第１

期追加を完了できていない子どもと、平成８年４

月２日から平成９年４月１日までに生まれた人

（高校３年生相当）で、日本脳炎第２期を完了でき

ていない人に予診票等の書類を送付しています。

蚊が発生するまでに、体調を整えて早めに接種し

てください。

保健センター　☎２３−３９６４

日本脳炎予防接種

５月４日（日）　午前９時～午後２時

ＪＲ豊浜駅

豊浜町須賀自治会、須賀自治会青年会、観音寺

中央ライオンズクラブ

献血に協力してください

主

注

出演
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●食べて治して、ハッピーライフ

　メタボリックシンドローム～ちょっと気にな

るポッコリお腹～／今日から始める！内臓脂肪

を燃やすエクササイズ

５月９日（金）午後２時～午後３時

５月２３日（金）午前１０時～正午

調理実習＝春野菜を使った彩りメニュー

６００円

５月２１日（水）午後１時３０分～午後２時

食中毒の原因と予防

三豊総合病院南棟ホール

同病院　　　　　☎５２−３３６６

各教室とも予約が必要

　同病院企業団健康管理センター

　　　　　　　　☎５２−２７２６

●腎臓病教室

腎臓病食の基本／腎臓の検査

５月１５日（木）午後３時３０分～午後５時

●夜間糖尿病教室

合併症①神経症／糖尿病食で健康維持！（糖尿

病食はバランス食）

５月８日（木）午後６時～午後７時

注

三豊総合病院健康教室

みとよサプリ

料

　今注目の体に良い「和食料理」、自分でお魚を

さばいて、一緒に作ってみませんか？

　集団予防接種によるＢ型肝炎ウイルスに感染

した被害者とその遺族に対する、症状に応じた

給付支払い等の救済を受けるための説明会と医

療講演会を開催します。

５月２４日（土）午後１時３０分～

中央図書館多目的ホール

三豊総合病院・守屋昭男医師（消化器科）

全国Ｂ型肝炎訴訟弁護団事務局

☎０８２−２２３−６５８９

５月２０日（火）午前９時３０分～午後１時

豊浜福祉会館

５月１６日（金）午前９時３０分～午後１時

保健センター

２００円、エプロン、三角巾

各教室３０人（定員を超えた場合は抽選）

各教室１週間前まで

市食生活改善推進協議会

　保健センター　☎２３−３９６４

男性料理教室

Ｂ型肝炎訴訟説明会・医療講演会

主

講

持

元気印のかんおんじ２１　第２次ヘルスプランの推進
健康増進計画・食育推進計画

　「元気印のかんおんじ２１−第２次ヘルスプラ

ン」（以下ヘルスプラン）は、市全体の健康づく

りと食育の推進を目的に、平成２５年３月に策定

しました。　

　このヘルスプランを推進していくために、昨

年度から、ヘルスプラン推進会議と５つのグル

ープ会議を開催しています。

を達成するために、市民のみなさんと協働して

推進していきます。

　今後、推進会議やグループ会議で、話し合

っている内容を紹介していきます。

ヘルスプランの基本理念

目指せ「健康寿命」
香川県　１位！
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　８
月
（
予
定
）
の
香
川
県
知

事
選
挙
か
ら
、
投
票
所
が
変
わ

り
ま
す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
５

　講座では、心触れ合う楽しい仲間づくりや

豊かな学習ができます。

と　き：

午後１時３０分～午後３時

ところ：

観音寺共同福祉施設軽運動室

対象者：

原則、市内に住んでいる人

または勤めている人

定　員：２００人

会　費：１，０００円

と　き：

午前１０時～午前１１時３０分

ところ：

観音寺共同福祉施設軽運動室

対象者：

原則、市内に住んでいる女性

または勤めている女性

定　員：１００人

会　費：１，０００円

受付期間：随時　午前９時～午後５時

　　　　　（月曜日と祝日を除く）

申 込 先：観音寺市中央公民館、

　　　　　大野原・豊浜・各地区公民館観音寺市中央公民館    ☎２３−３９４４

回 月　日 学　　習　　課　　題

１ ５／１４（水） 開講式「観音寺市政について」講師：観音寺市長　白川晴司

２ ６／１８（水）
「すこやかに生活するために」
講師：三豊総合病院内科 地域医療部部長　中津守人先生

３ ７／１６（水）
「税について考えよう」～身近な税について～
講師：高松税務署　税務広報官

４ ８／１３（水） フィルム研修

５ ９／１７（水）
「元気・笑顔・生きがい」～心豊かな地域作り～
講師：元西日本放送アナウンサー　香川県人権擁護委員連合会　
事務局長　蓮井孝夫先生　　　　　

６ １０／１５（水）
｢心と体を美しく元気にするヨーガ｣
講師：香川ヨーガ道友会　会長　倉本英雄先生

７ １１／１２（水） 日帰り研修（広島方面：不動院と平和記念公園等）

８ １２／１７（水）「心と身体が元気になる体操」講師：森明美先生

９ １／１４（水）「生活と共に歌を」講師：ヤマハ音楽講師　宝田章江先生

１０ ２／１８（水）
「大野原古墳群の発掘調査成果について」：修了式
講師：生涯学習課文化振興係長　

回 月　日 学　　習　　課　　題

１ ６／４（水）
開講式「讃岐国府を考える」

（平成２４年度～平成２５年度の発掘成果より）
講師：香川県埋蔵文化財センター職員　信里芳紀先生　　 

２ ７／２（水）
「物の見方・とり方・考え方」
講師：総本山善通寺法主　樫原禅澄先生

３ ７／４（金） 日帰り研修旅行（兵庫県書寫山方面）

４ ８／６（水）「悪徳商法にご用心」講師：香川県観音寺警察署署員

５ ９／３（水）
「歌って　笑って　心スッキリ」
講師：かんおんじ市民大学歌声クラブ　石村元子先生

６
９／１１（木）
　・１２（金）

一泊研修旅行（京都方面：洛北・洛中）

７ １０／１（水）「よくわかる食品安全」講師：中国四国農政局高松地域センター職員

８ １１／２０（木） 歩け歩け大会（琴弾公園周辺・老人憩の家）

９ １２／３（水） フィルム研修

１０ １／７（水）「防災について考えよう」講師：三観広域行政組合南消防署職員

１１

１／２１（水）
　～２３（金）

作品展：午前９時～午後５時
（２３日のみ午後４時まで）

１／２２（木） 芸能発表会

１２ ２／２５（水） 学習発表会：修了式

大学講座

かんおんじ
市 民 大 学

女 性 大 学

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

平成26年度

第6回

第9回

受 講 生 募 集

投票区域
変更前 変更後

投票区 投票所 投票区 投票所

観音寺町（七間橋　明
星　駅通　柳　青柳　
三架橋）栄町　昭和町

第３
観音寺南
小学校
体育館

第３
観音寺
小学校
体育館観音寺町（中洲　中新

上若　春日　若宮）
南町（一の谷川以北）

第４
薬師寺
本　堂
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　新
庁
舎
と
新
市
民
会

館
の
建
設
費
用
の
借
金

が
増
え
る
が
、
今
後
の
市
の
財

政
運
営
は
大
丈
夫
か
。

　平
成
２５
年
度
か
ら
、

本
格
的
に
新
庁
舎
や
新

市
民
会
館
の
建
設
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
事
業
費
は
、
新
庁

舎
が
３８
億
円
、
新
市
民
会
館
が

５６
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
建
設
に
要
す
る
費
用

は
、
国
の
補
助
制
度
や
市
で
積

み
立
て
た
貯
金
（
基
金
）
を
有

効
に
活
用
し
、
さ
ら
に
「
合
併

特
例
債
」
を
発
行
し
て
、
お
金

を
借
り
入
れ
ま
す
。「
合
併
特
例

債
」
は
、
合
併
市
町
村
の
み
が

発
行
で
き
る
条
件
が
良
い
市
債

（
借
金
）
で
、
毎
年
度
返
済
し
て

い
く
元
金
と
利
子
の
７０
％
は
、

地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
、
国

か
ら
市
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
市
の
実
質
的
な
負
担

は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
３
ペ
ー
ジ
の
「
財

政
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
新
庁
舎
と
新
市
民
会

館
の
建
設
が
終
了
し
た
の
ち
も
、

安
定
的
な
財
政
運
営
が
維
持
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　総
務
課

　☎
２３

−

３
９
０
０

　血
液
は
生
き
て
い
る
細
胞
で
、

医
療
技
術
の
発
達
し
た
現
在
で

も
血
液
と
全
く
同
じ
作
用
を
持

つ
も
の
を
人
工
的
に
作
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
や
血
液

製
剤
を
必
要
と
す
る
人
に
安
定

的
に
提
供
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　健
康
増
進
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　視
覚
に
障
が
い
が
あ

る
人
の
た
め
の
広
報
紙

は
あ
る
か
。　市

で
は
、
視
覚
に
障

が
い
が
あ
る
人
を
対
象

に
、「
声
の
広
報
」
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　「
声
の
広
報
」
は
、「
広
報
か
ん

お
ん
じ
」
か
ら
市
政
情
報
や
行

事
・
催
事
な
ど
の
情
報
を
抜
粋

し
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
の
の
は
な
」
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
Ｃ
Ｄ
や
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
・
編
集

し
て
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　市
内
に
在
住
し
、「
声
の
広
報
」

の
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
住

所
や
氏
名
な
ど
を
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　秘
書
課

　☎
２３

−

３
９
１
５

　生
活
保
護
は
、
適
正

に
支
給
さ
れ
て
い
る
の

か
疑
問
だ
。
支
給
基
準
を
厳
し

く
す
る
と
か
支
給
期
間
を
短
縮

す
る
な
ど
の
改
善
を
し
て
ほ
し

い
。

　生
活
保
護
の
決
定
や

実
施
は
、
国
か
ら
の
「
法

定
受
託
事
務
」
で
す
。
事
務
処

理
に
際
し
て
は
、
国
が
定
め
た

「
処
理
基
準
」
に
基
づ
い
て
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
０

　薬
を
服
用
し
て
い
る

と
献
血
は
で
き
な
い
の

か
。

　服
薬
し
て
い
る
薬
の

種
類
に
よ
っ
て
も
異
な

り
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
や
サ

プ
リ
メ
ン
ト
、
一
般
的
な
胃
腸

薬
等
は
特
に
支
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
師
の
処
方
が
必
要
な
薬

を
服
薬
中
の
人
は
、
病
気
の
種

類
や
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
、
献

血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　毎
日
家
庭
か
ら
は
た

く
さ
ん
の
生
ご
み
が
出

る
が
、
ご
み
を
有
効
活
用
す
る

方
法
は
な
い
か
。

　家
庭
用
生
ご
み
処
理

理
機
を
使
用
す
る
こ
と

で
生
ご
み
が
減
り
、
処
分
費
用

や
家
庭
で
の
負
担
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
市
内
に
住
所
を
有
す

る
世
帯
（
個
人
）
で
、
生
ご
み

を
電
気
で
乾
燥
減
量
さ
せ
る
方

式
ま
た
は
微
生
物
に
よ
り
分
解

し
、
肥
料
化
す
る
方
式
の
生
ご

み
処
理
機
に
、
１
世
帯
１
基
で

２
万
円
を
限
度
に
購
入
価
格
の

３
分
の
１
（
千
円
未
満
切
捨
て
）

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
生
ご
み
の
重
量
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
生
ご

み
の
水
切
り
を
徹
底
し
て
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　生

活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

AA

A

A

Q

QQ

Q

Q
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食育コーナー

　５月に入ると店先には、サヤエンドウやサヤイ

ンゲン、スナップエンドウ、ソラマメ、パセリな

ど、緑の野菜がたくさん並び始めます。春キャベ

ツやアスパラガス、セロリ、ブロッコリーなども、

まだまだおいしい時期です。

　今月は、子どもたちに人気の「スナップエンド

ウのサラダ」を紹介します。「スナックエンドウ」

とも言われ、成長して大きくなっても、さやが柔

らかく、さやも中の豆も一緒に食べられます。甘

みがあり、パリッとした食感が人気。栄養面で、

集中力を高めたりカルシウムの吸収を促進したり

する効果が期待できるのも注目です。

献立
★麦ごはん　★サワラの甘辛しょうゆ焼き
★スナップエンドウのサラダ　★ジャガイモのみそ汁
★牛乳　★ミニトマト

さやごと食べる
　　「スナップエンドウ」が人気です

学校給食課　☎５７−６６６０

スナップエンドウのサラダ

❶スナップエンドウの筋と両端を少し切り落とし、長い

ものは１／２にカットし、沸騰したたっぷりの湯で色よ

くゆでる。キャベツは葉も芯の部分もゆでて、５ミリ

ほどの千切りにする。マカロニもゆでて冷ましておく。

❷調味料を合わせて①をあえる。

スナップエンドウ５０ｇ、キャベツ１７０ｇ、マカロニ３０ｇ、

卵１個分のいり卵、調味料（リンゴ酢大さじ１弱、薄口

しょうゆ大さじ１ 、三温糖小さじ１／２弱）

（４人分）材　料

作り方

中 野 愛
ま

海
み

ちゃん

父 和政さん　　　母 瞳さん
（村黒町）

合 田 開
かい

星
せい

ちゃん

父 詔雄さん　　母 梨紗さん
（大野原町丸井）

神 原 綾
あや

花
か

ちゃん

父 章さん　   　母 久美子さん
（豊浜町和田浜）

泉 宮 芽
め

生
い

ちゃん

父 広也さん　　　母 愛さん
（本大町）

 
 

安 藤 　 謡
うた

ちゃん

父 誠治さん　　　母 千枝さん
（観音寺町）

満１歳の子どもを募集

平成２５年５月生まれ

　５月１日から、８月生まれの子どもを

募集します。応募多数の場合は先着順に

なります。

申し込み先：秘書課広聴広報係

　　　　　　　　　　　☎２３ー３９１５
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
６

　
　
　
　隣
人
関
係
（
２
）

　近
所
付
き
合
い

　豊
か
で
充
実
し
た
、
よ
り
安

心
・
安
全
な
日
常
生
活
を
送
る

た
め
に
、
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

の
よ
り
よ
い
近
所
付
き
合
い
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　日
本
に
は
昔
か
ら
「
向
こ
う

三
軒
両
隣
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
家

の
両
隣
と
向
か
い
側
の
３
軒
の

家
を
い
い
、
普
段
親
し
く
付
き

合
う
近
所
の
こ
と
で
す
。

　少
子
高
齢
化
が
進
み
高
齢
世

帯
や
独
居
老
人
が
増
え
る
と
、

本
当
に
必
要
な
の
は
、
最
近
あ

ま
り
言
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
関
係
で

す
。
こ
の
６
軒
の
連
携
が
取
れ

て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に

声
を
掛
け
合
っ
た
り
助
け
合
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
関
係
づ
く
り
に
は
、
ま

ず
、
近
所
の
人
と
気
持
ち
の
よ

い
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
間
柄
に

な
る
、
次
に
、
お
互
い
の
趣
味

や
食
の
好
み
な
ど
の
会
話
が
で

き
る
人
間
関
係
を
つ
く
る
、
そ

し
て
、
話
が
弾
ん
だ
こ
と
や
趣

味
が
合
う
こ
と
な
ど
を
一
緒
に

行
え
ば
自
然
に
親
密
な
付
き
合

い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
隣
人
関
係
を
結

ぶ
こ
と
で
、
災
害
時
の
助
け
合

い
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
で
も
、

家
を
空
け
る
時
の
様
子
見
を
頼

ん
だ
り
、
家
庭
菜
園
で
採
れ
た

季
節
の
野
菜
を
お
す
そ
分
け
し

あ
っ
た
り
、
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ

に
行
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。

おめでとう
　　　ございます

平成２５年度
　　人権作品優秀賞

大野原中学校２年
池田　千晴さん

一ノ谷小学校６年
合田　琉哉さん

男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

観
音
寺
市
男
女
共
同
参
画
計
画（
平
成
26
～
30
年
度
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
し
ま
し
た

　こ
れ
ま
で
、
本
市
で
は
男
女

共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
平
成
２１
年
に
計

画
期
間
を
１０
年
間
と
し
た
「
観

音
寺
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
策
定
し
「
男
女
が
と
も
に
認

め
合
い
、
と
も
に
支
え
合
う
ま

ち
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
啓

発
活
動
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体

へ
の
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　平
成
２５
年
度
は
計
画
期
間
の

中
間
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
社
会
情
勢
や
市
民
・
企

業
の
ニ
ー
ズ
な
ど
、
価
値
観
の

変
化
に
対
応
し
た
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
計
画
に
な
る
よ
う
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
昨

年
８
月
に
実
施
し
た
男
女
共
同

参
画
社
会
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
も
と
に
、
市
と
観
音

寺
市
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

が
約
一
年
に
わ
た
る
協
議
を
重

ね
案
を
作
成
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
う
え
で
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。　男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
や

行
動
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

法
律
や
制
度
だ
け
で
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で

も
多
く
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
も

っ
て
い
た
だ
き
、
行
政
や
企
業
、

学
校
、
地
域
な
ど
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

「
市
政
→
ま
ち
づ
く
り
→
男
女

共
同
参
画
」
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　やまもも作業所の「地域ふれあいの日」があり、通
所の約２０人が心を込めて丁寧に作った手芸品や安全安
心な手作りの焼き菓子などを求めて、朝早くから多く
の人たちが訪れ交流を図りました。普段から小学生や
老人会の人たちと触れ合ったり行事に参加したりして
一ノ谷地域に溶け込んだ活動を展開しています。

地域やボランティアの人に支えられ

「がんばる商店街３０選」受賞！
　「寺浦ボランティアの会」に白川市長から観音寺エコ・
アダプトロード認定証が交付されました。「道路や地域
をきれいにしていきたいと１０代から８０代までの７８人が
手を挙げてくれました。道路の美化に取り組みながら
会員の親睦も深めていきたい」と、寺上自治会小野会
長と寺下自治会篠原会長があいさつ。管理する道路は
市道粟屋堂之岡線約８００ｍです。

　「中学から本格化する英語学習を嫌いにならないよ
うに」と豊浜小学校での英語教室に卒業生約２６人が参
加。歓声を上げながら発音聞き取りカードゲームや体
験クイズを楽しみ、難しい英語の辞書引きにも積極的
に取り組みました。各教科の心構えや姉妹都市アップ
ルトンとの交流のお話なども聞き、笑顔で将来の夢を
英語で発表していました。（まちかど特派員・合田博子）

　経済産業省が選定する「がんばる商店街３０選」に輝
いた観音寺商店街連合会の皆さんが、白川市長に受賞
の喜びを報告しました。商店街を活性化させようと、
住民参加型ワークショップの開催や商品・地域情報Ｐ
Ｒ、営業中の商店の空きスペースに異業種の出店希望
者が開業する「ＳＨＯＰ ＩＮ ＳＨＯＰ」などのさまざ
まな取り組みが評価されてのうれしい受賞です。

「寺浦ボランティアの会」が道路の里親に

みんなで英語を楽しく学ぼう

12
3

5
4

19
3

3 19.20

　天
神
町
の
「
ひ
が
し
児
童
公

園
」
に
大
小
の
す
べ
り
台
や
ロ

ー
プ
登
り
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
、
小
さ
な
子
ど
も
が

楽
し
め
る
遊
具
が
完
成
し
ま
し

た
。
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　小
さ
な
子
ど
も
は
安
全
の
た

め
大
人
と
一
緒
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　対
象
年
齢
は
３
歳
～
１２
歳
で
す
。

　問
い
合
わ
せ
先

　都
市
整
備
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
８

ひがし児童公園に新しい遊具が完成
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5
4

6
4

　地元の魅力を１本のＣＭに仕上げる「ＪＩＭＯＴ ＣＭ
ＣＯＭＰＥＴＩＴＩＯＮ」のグランプリに輝いた市民グルー
プ「Ｒｅ：ｂｏｒｎ．Ｋ」の制作スタッフが受賞報告に市長
を訪問しました。３月に沖縄で開催された国際映画祭
で全国４６都道府県代表作品から選ばれた作品に、市長
は「アイデアと行動力に感激」と快挙をたたえていま
した。

「いりこマン」も一緒にうれしい受賞報告

　恒例の桜街道まっしぐらウオーキングが大谷池周辺
であり、健康づくりにウオーキングを楽しむ仲間たち
や家族連れなど幅広い年齢層の人たちが参加しました。
朝から天候が危ぶまれましたが、桜の花がちょうど見
ごろの花街道をウグイスの声を聞いたり、春の植物を
観察したりしながらゆったりと歩いていました。

春を満喫しました
　市立総合体育館横に完成したサブアリーナで落成式
がありました。老朽化のため取り壊された県立体育館
の跡地に建てられた白を基調にしたサブアリーナは、
ミニバスケットやバレーボールコートが１面、バドミ
ントンコートなら３面取れる広さ。この施設は、スポ
ーツ振興くじの助成を受け整備されたもので、市民の
健康増進と親睦を深める場になるでしょう。

市民待望のサブアリーナが落成

　春の交通安全運動期間中に、市役所前の県道で、老
人クラブ員約３０人と交通対策協議会員約１２０人が、交
通キャンペーンを実施しました。参加者は、反射材蛍
光ジャンパーやベストを着用してお菓子を配ったりの
ぼりを振ったりしながら、通りかかったドライバーに
運転マナーの向上と安全運転を呼び掛けました。

　瀬戸内海国立公園指定８０周年を記念して、満開の桜
と青い海が美しい伊吹島を巡りました。「伊吹島を愛す
る会」代表三好さんの案内で、伊吹島の言葉のアクセ
ントを学び、出部屋跡地や波切不動尊へ続く道を彩る
桜を楽しみました。また、海上から石門や合戸の穴を
見たり、島の岸壁などから島の生い立ちについて話を
聞きました。

　観音寺・高室・常磐幼稚園が統合され、パンジーや
チューリップの花が元気に咲く新しい園舎の観音寺幼
稚園で初めての入園式がありました。初めての幼稚園
で新しい先生や友だちに恥ずかしそうにしながらも、

「今日から幼稚園の仲間です」と園長先生の言葉にうれ
しそうでした。新入園児は１１２人、全体で２２５人の大
規模な幼稚園です。

新しい幼稚園　わくわくうれしいな！

真剣な表情で安全運転を呼び掛ける 春の伊吹島巡り

10
4

10
4

8
4

4 9.10
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　年
間
保
険
料
額
は
７
月
に
決

定
す
る
た
め
、
介
護
保
険
料
の

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
は
、

４
月
・
６
月
・
８
月
を
仮
徴
収
、

１０
月
・
１２
月
・
２
月
を
本
徴
収

と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

仮
徴
収
と
本
徴
収

　そ
の
年
度
の
年
間
保
険
料
額

が
決
定
す
る
ま
で
は
、
前
年
度

の
２
月
と
同
額
を
４
月
・
６
月
・

８
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
（
仮

徴
収
）
し
ま
す
。
決
定
後
、
年

間
保
険
料
額
と
仮
徴
収
額
と
の

差
額
を
１０
月
・
１２
月
・
２
月
に

分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き
（
本

徴
収
）
し
ま
す
。

特
別
徴
収
額
の
平
準
化
処
理

　年
６
回
の
天
引
き
額
を
、
で

き
る
だ
け
同
額
に
す
る
た
め
、

６
月
と
８
月
の
天
引
き
額
（
仮

徴
収
額
）
が
変
更
に
な
る
人
が

い
ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
、

５
月
上
旬
に
「
特
別
徴
収
仮
徴

収
額
変
更
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２６
年
度
年
間
保
険
料
額

は
、
７
月
上
旬
に
送
付
す
る

「
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

特
別
障
害
者
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特

別
の
介
護
が
必
要
な
在
宅
の

２０
歳
以
上
の
人

　
　２
６
、
０
０
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の

障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

が
必
要
な
在
宅
の
２０
歳
未
満

の
人

　
　１
４
、
１
４
０
円

月
額
は
、
４
月
分
か
ら
の
額

で
す
。

　社
会
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
３

　新
市
民
会
館
建
設
に
伴
い
、

観
音
寺
南
小
学
校
と
観
音
寺
幼

稚
園
の
解
体
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
解
体
完
了
予
定
は
７
月

３１
日
で
す
。
期
間
中
は
大
型
車

両
の
通
行
が
増
え
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　建
築
課

　☎
５２

−

１
２
１
１

　国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯

主
と
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
の
所
得
な
ど
を
基
に
計
算
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
収
入
が
な

い
人
（
被
扶
養
者
は
除
く
）
も
、

収
入
が
な
い
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
を
し
て
い
な
い
た
め
所
得

状
況
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
に
な

る
世
帯
で
も
、
減
額
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
（
遺
族
年
金
な
ど

の
非
課
税
所
得
は
除
く
）
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
収
入

の
な
い
人
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

　税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

●

資
格
取
得
日

●

被
保
険
者
証

　年
度
途
中
に
７５
歳
に
な
っ
た

人
は
、
誕
生
日
の
前
月
中
旬
に
、

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
特
定
記
録
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。
届
い
た
被
保
険
者

証
は
、
誕
生
日
か
ら
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
料

　年
度
途
中
に
加
入
や
異
動
し

た
人
の
保
険
料
は
、
普
通
徴
収

（
納
付
書
や
口
座
振
替
）
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　保
険
料
額
は
、
資
格
取
得
日

を
含
む
月
か
ら
月
割
り
で
算
定

し
ま
す
。

決
定
時
期
と
通
知
書

　資
格
取
得
日
を
含
む
月
の
翌

々
月
の
中
旬
（
た
だ
し
、
４
月

に
加
入
や
異
動
し
た
人
は
７
月
）

に
決
定
し
、「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
・
保
険
料
納
入
通
知
書
」

を
税
務
課
か
ら
送
付
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
・
給
付
関
係

健
康
増
進
課
☎
２３

−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

保
険
料
・
納
付
関
係

税
務
課

　☎
２３

−

３
９
２
２

　市
内
に
住
所
が
あ
り
、
１
カ

月
の
う
ち
１５
日
以
上
在
宅
で
介

護
を
し
て
い
る
人
に
、
月
額
５

千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　支
給
は
２６
年
度
末
に
な
り
ま

す
が
、
適
正
な
事
務
を
行
う
た

め
該
当
さ
れ
る
人
は
、
早
め
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
要
介
護
４
、
５
の
人
を

介
護
し
て
い
る
人

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所
市
民
係
、
豊
浜

支
所
市
民
係

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
　
い
る
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

年
度
途
中
に
加
入
す
る
と
き

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収

特
別
障
害
者
手
当
と

障
害
児
福
祉
手
当
の
申
請

新
市
民
会
館
建
設
に
伴
う

　
解
体
工
事
の
お
知
ら
せ

ね
た
き
り
者

　
在
宅
介
護
手
当
支
給

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

注

注

月
額

月
額

注

事　　　由 資 格 取 得 日

①新たに７５歳になる人 誕生日

②転入 転入で住所を定めた日

③生活保護の
　　　停止または廃止

停止または廃止に
　　　　　　なった日

④障害認定※
認定を受けた日
　　　　（申請が必要）

※６５歳から７４歳までの一定の障がいがある人
　（障害認定を受けるには申請が必要）
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　出
生
や
死
亡
、
転
入
・
転
出
・

転
居
等
の
異
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、
必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
正
確
な
記
録
が
適
正

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
届
け
出
期
間
内
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　手
続
き
の
際
、
第
三
者
の
な

り
す
ま
し
防
止
の
た
め
本
人
確

認
を
し
て
い
ま
す
。
運
転
免
許

証
な
ど
身
分
証
明
書
の
提
示
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請

求
や
不
正
取
得
を
抑
止
す
る
た

め
に
「
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

事
前
に
登
録
し
た
人
の
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
を
、
代

理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と

き
、
本
人
に
通
知
す
る
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
不
正

請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人

の
権
利
の
侵
害
防
止
が
期
待
で

き
ま
す
。

●

事
前
登
録
が
で
き
る
人

　市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
ま
た
は
本
籍
が
あ
る
人（
除

票
・
除
籍
を
含
む
）

●

登
録
方
法

　本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
保
険
証
な
ど
）

を
持
参
し
、
市
民
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　浄
化
槽
は
生
活
排
水
を
き
れ

い
に
し
、
環
境
保
全
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
「
保

守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
」

を
行
う
こ
と
が
浄
化
槽
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
定

検
査
は
、
浄
化
槽
が
正
常
に
機

能
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ

る
重
要
な
検
査
で
す
。

　知
事
指
定
検
査
機
関
（
公
益

社
団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
）

が
、
順
次
受
検
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
趣
旨
を
理
解
い
た
だ
き
、

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
公
社
）
香
川
県
浄
化
槽
協
会

　☎
０
８
７

−

８
８
１

−

６
６
０
０

　県
と
市
で
は
、
大
切
な
松
林

を
松
く
い
虫
被
害
か
ら
守
る
た

め
、
琴
弾
公
園
周
辺
や
興
昌
寺

山
、
一
の
宮
公
園
で
薬
剤
の
地

上
散
布
を
し
ま
す

　散
布
中
は

散
布
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
下
旬
～
７
月
初
旬

実
施
日
は
現
地
に
立
て
看
板

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

留
意
さ
れ
る
よ
う
に
、
監
査
の

結
果
に
よ
る
意
見
等
を
付
し
、

検
討
を
さ
れ
た
い
旨
要
望
し
ま

し
た
。

監
査
委
員
事
務
局

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
７

　保
護
者
な
ど
が
行
事
や
家
族

の
病
気
な
ど
で
育
児
や
家
事
の

援
助
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
ま
で

出
向
い
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。

原
則
、
１
カ
月
に
７
日
以
内

小
学
３
年
生
ま
で

高
室
保
育
園
☎
２４

−

３
１
３
０

ひ
と
り
親
家
庭
の
場
合
、
ひ

と
り
親
確
認
書
（
子
育
て
支

援
課
で
発
行
）
が
必
要

　地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第

４
項
お
よ
び
第
７
項
の
規
定
に

基
づ
き
定
期
監
査
等
を
実
施
し

た
の
で
、
同
条
第
９
項
の
規
定

に
よ
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
２６
年
３
月
５
日

　監
査
委
員

　
　佐
伯

　文
男

　監
査
委
員

　
　井
下

　尊
義

○

監
査
期
間

　平
成
２６
年
１
月
１７
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　２
月
２１
日

○

監
査
対
象

政
策
部
、
総
務
部
、
経
済
部
、

建
設
部
、
教
育
部
、
議
会
事

務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、

財
政
援
助
団
体
（
観
音
寺
市

体
育
協
会
）

○

監
査
の
留
意
点

　財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

が
、
関
係
法
令
等
に
基
づ
き
適

正
か
つ
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い

る
か
に
重
点
を
置
き
、
行
政
監

査
的
な
観
点
か
ら
も
実
施
し
ま

し
た
。

○

監
査
の
結
果

　予
算
の
執
行
な
ら
び
に
事
務

処
理
は
、
関
係
法
令
等
に
準
拠

し
て
お
り
、
お
お
む
ね
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
厳

正
か
つ
適
切
な
事
務
の
執
行
に

定
期
監
査
等
の
結
果

子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
事
業

毎
年
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査

松
く
い
虫
薬
剤
防
除

　
　
　
　
（
地
上
散
布
）

本
人
通
知
制
度
の
事
前
登
録

戸
籍
・
住
民
票
に
係
る

各
種
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

利用者の負担金額

日数（時間） 金額（円）

ひとり親家庭

１日（８時間） １，７５０

半日（４時間） ８７０

１時間 ２５０

その他家庭

１日（８時間） ３，５００

半日（４時間） １，７５０

１時間 ５００

生活保護家庭 ０

種　　類 届　出　期　間

出 生 届 生まれた日から１４日以内

死 亡 届
死亡の事実を知った日から
　　　　　　　７日以内

転入・転居届
転入・転居した日から
　　　　　　　１４日以内

転 出 届
転出先・転出予定日が
　決まってから１４日以内

注
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研

究
事
業
の
対
象
疾
病
に
か
か
っ

て
い
る
児
童
で
、
日
常
生
活
を

営
む
の
に
著
し
く
支
障
が
あ
る

在
宅
の
児
童
に
、
次
の
日
常
生

活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

便
器
／
特
殊
マ
ッ
ト
／
特
殊

便
器
／
特
殊
寝
台
／
歩
行
支

援
用
具
／
入
浴
補
助
用
具
／

特
殊
尿
器
／
体
位
変
換
器
／

車
い
す
／
頭
部
保
護
帽
／
電

気
式
た
ん
吸
引
器
／
ク
ー
ル

ベ
ス
ト
／
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク

リ
ー
ム
／
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
／

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

　
　子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

平
成
２６
年
度
標
語

　そ
の
い
っ
ぽ

　
　
　み
ら
い
に
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　ゆ
め
の
み
ち

　子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
国
民
全
体
で

考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

５
月
５
日
の
こ
ど
も
の
日
か
ら

一
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
定
め
、
児
童
福
祉
の
理
念
の

普
及
と
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　児
童
福
祉
週
間
に
合
わ
せ
て
、

市
内
の
１０
保
育
所
（
園
）
の
親

子
が
競
技
や
遊
戯
を
し
ま
す
。

５
月
１４
日
（
水
）

午
前
１０
時
２０
分
～

市
立
総
合
体
育
館

子
育
て
支
援
課
保
育
所
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　立
体
ト
ラ
ス
構
造
の
屋
根
が

完
成
し
、
雨
の
日
で
も
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
（
４
面
）
や
ペ
タ
ン
ク

の
競
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
仲
間
と
一
緒
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　夜
間
照
明
は
有
料

　
　同
公
園
事
務
所

　

　
　
　
　
　☎

５４

−

２
８
０
１

　市
で
は
「
観
音
寺
市
行
政
改

革
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、

学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
の
代

表
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く

意
見
を
い
た
だ
き
、
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
委
員

の
改
選
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

観
音
寺
市
行
政
改
革
大
綱
等

各
種
計
画
の
策
定
に
関
す
る

審
議
や
検
討

　平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で

本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
所
を
有
し
、
年
３
回
程
度

開
催
の
夜
間
の
会
議
（
無
報

酬
）
に
出
席
で
き
る
満
２０
歳

以
上
の
人
（
議
員
や
市
職
員

は
除
く
）

２
人

５
月
７
日
（
水
）
～
２３
日
（
金
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市

役
所
総
合
案
内
所
や
各
支
所

に
あ
る
「
観
音
寺
市
行
政
改

革
推
進
委
員
会
公
募
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

①
郵
送
（
観
音
寺
市
企
画
課

宛
て
）
②
フ
ァ
ッ
ク
ス
③
Ｅ

メ
ー
ル
④
市
役
所
３
階
企
画

課
ま
で
持
参
に
よ
り
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
結
果
は
本
人
に
直
接
通

知
し
ま
す
。

政
策
部
企
画
課
行
政
改
革
推

進
室

　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　
　
　
　Ⓕ

２３

−

３
９
２
０

　保
護
者
が
仕
事
や
病
気
の
た

め
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児

童
を
、
放
課
後
預
か
っ
て
い
ま

す
。
夏
休
み
は
一
日
保
育
の
た

め
、
指
導
員
と
一
緒
に
子
ど
も

た
ち
の
保
育
を
し
て
く
れ
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

７
月
２２
日
（
火
）
～
８
月
２９
日

（
金
）（
午
前
か
午
後
の
１
日

５
時
間
勤
務
、
シ
フ
ト
の
関

係
に
よ
り
変
更
あ
り
）

　小
学
１
年
～
３
年
生
の
保
育

市
内
７
教
室
（
観
音
寺
な
か

よ
し
教
室
、
高
室
な
か
よ
し

教
室
、
常
磐
な
か
よ
し
教
室
、

柞
田
な
か
よ
し
教
室
、
豊
田

な
か
よ
し
教
室
、
大
野
原
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
教
室
、
豊
浜

に
じ
教
室
）

高
校
生
以
上
で
子
ど
も
が
好

き
な
人
、
保
育
士
を
目
指
し

て
い
る
人
な
ど
（
年
齢
不
問
）

２０
人
程
度

５
月
３０
日
（
金
）
ま
で
に
生
涯

学
習
課
へ
履
歴
書
を
提
出

生
涯
学
習
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

22

児
童
福
祉
週
間

　
　
５
月
５
日
～
１１
日

日
常
生
活
用
具
を
給
付

保
育
ま
つ
り

改
修
し
ま
し
た

萩
の
丘
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

募
集
し
ま
す

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

夏
休
み
期
間
中
の
指
導
員

　
　
募
集（
ア
ル
バ
イ
ト
）

募
　集

任
期

注

給
付
品
目
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　式
の
企
画
や
当
日
の
運
営
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ

る
新
成
人
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す
。

　８
月
か
ら
月
１
回
、
市
の
担

当
職
員
と
ス
タ
ッ
フ
会
議
を
行

い
、
成
人
式
の
内
容
や
実
施
方

法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

県
内
の
家
庭
や
事
務
所
、
学

校
な
ど
で
、
つ
る
性
の
植
物

等
を
使
っ
た
「
緑
の
カ
ー
テ

ン
」
の
設
置
に
取
り
組
む
個

人
や
団
体

①
家
庭
部
門
②
事
業
所
部
門

③
学
校
や
公
共
施
設
部
門

参
加
申
込
書
と
実
績
報
告
書

を
生
活
環
境
課
に
提
出

５
月
１
日
（
木
）
～
７
月
３１
日

（
木
）
必
着

８
月
１
日
（
金
）
～
９
月
１９
日

（
金
）
必
着

提
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

香
川
県
環
境
森
林
部
環
境
政

策
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
０
９

生
活
環
境
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　豊
浜
駅
構
内
が
、

約
２
０
０
本
の
ツ
ツ
ジ

で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
す
。

５
月
４
日
（
祝
・
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

Ｊ
Ｒ
豊
浜
駅
前
広
場

献
血
（
午
前
９
時
～
午
後
２

時
）、
花
と
野
菜
の
青
空
市
、

バ
ザ
ー
、
う
ど
ん
と
飲
み
物

の
販
売
、
も
ち
つ
き
大
会
等

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　伏
見
稲
荷
と
酒
蔵
の
ま
ち

５
月
１８
日
（
日
）

午
前
６
時
受
付
（
雨
天
決
行
）

京
都
市
伏
見
区
（
約
８
㎞
）

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

９０
人
（
先
着
順
）

大
人

　４
、
５
０
０
円
／
人

小
学
生
４
、
０
０
０
円
／
人

（
記
念
館
入
館
料
含
む
）

弁
当
（
お
茶
付
き
）
の
希
望

者
は
、
別
途
６
０
０
円
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

５
月
１
日
（
木
）
の
午
前
９
時

～
正
午
、
働
く
婦
人
の
家
で

受
付
。
以
後
、
開
庁
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
、
市
民

ス
ポ
ー
ツ
課
で
受
付

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

タ
オ
ル
、
弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
な
ど

代
理
申
し
込
み
可

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

６
月
１
日
（
日
）

午
前
８
時
２０
分
か
ら
受
付

萩
の
丘
公
園
多
目
的
広
場

個
人
戦

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

１
人
２
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

５
月
２３
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

平
成
27
年
成
人
式

新
成
人
ス
タ
ッ
フ
募
集

か
が
わ
緑
の
カ
ー
テ
ン

　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

　
　
　
「
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
」

豊
浜
駅
つ
つ
じ
祭
り

健
康
づ
く
り「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
」
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ

応
募
資
格

応
募
部
門

応
募
方
法

参
加
申
込
書
の
提
出
期
間

実
績
報
告
書
の
提
出
期
間

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

料 料持注

注
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

６
月
１
日
（
日
）
午
前
８
時

高
屋
町
稲
積
神
社
集
合

稲
積
神
社
か
ら
不
動
の
滝
ま

で
の
道
中
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な

が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

２
０
０
円
（
保
険
料
込
み
）

５
月
２０
日
（
火
）
ま
で

観
音
寺
市
体
力
つ
く
り
運
動

市
民
会
議
（
山
岳
部
）

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

６
月
７
日
・
１４
日
・
２１
日
・

２８
日
（
毎
週
土
曜
日
・
計
４

回
）
午
後
８
時
～
午
後
９
時

豊
浜
中
学
校
体
育
館

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

無
料

５
月
２９
日
（
木
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　豊
浜
中
央
公
民
館

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
３

６
月
１５
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
付

大
野
原
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー

キ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
楽
し

い
ゲ
ー
ム

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

５０
人

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど

無
料

６
月
６
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

参
加
者
募
集

「
七
宝
山
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
」

参
加
者
募
集

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

資
源
回
収
予
定

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

月　日 スポーツ行事

５／１１

第２９回暁星杯高校ソフトテニス大会
　９：００～／総合運動公園
第９回観音寺市障害者スポーツ大会
　９：３０～／市立総合体育館

１１・１８・２５
平成２６年度体協旗争奪春季軟式野球大会
　９：００～／総合運動公園

１３
第４４回香川ゲートボールカーニバル大会
　８：３０～／萩の丘公園多目的広場

１４
第９回保育まつり
１０：２０～／市立総合体育館

１７
第６１回全国高等学校定時制通信制軟式野球大会香川県予選
　９：００～／総合運動公園

１８

第３６回観音寺市長杯テニス大会（男子ダブルス・女子ダブルス）
　８：３０～／総合運動公園
平成２６年度三観女子ソフトボール大会
　９：００～／萩の丘公園

２３
第５０回市老連ゲートボール大会
　８：００～／萩の丘公園ゲートボール場

２５
第９回市スポーツ少年団交流体育祭
　８：３０～／市立総合体育館

３０
第３回三観広域親睦ゲートボール大会
　８：３０～／萩の丘公園ゲートボール場

３１
三観地区中学校春季陸上競技大会
　９：００～／総合運動公園

６／１

第５４回香川県高等学校総合体育大会（新体操）
　８：３０～／市立総合体育館
第３２回少年剣道錬成大会
　９：００～／大野原会館

１・８・１５
第９回市長旗争奪軟式野球大会
　９：００～／総合運動公園

７

観音寺市中学校軟式野球大会
　８：００～／豊浜野球場
三観地区中学校総合体育大会陸上競技
　９：００～／総合運動公園

７・８
観音寺中央ライオンズクラブ杯中高交流若草大会（サッカー）
　９：００～／総合運動公園

８

三観交流ソフトバレーボール大会
　８：３０～／市立総合体育館
第３８回市長杯６人制女子バレーボール大会
　９：００～／大野原会館

料

料

料

持

持主

主

各地区体育祭予定
地 区 名 日　　　時 会　　場

一ノ谷地区 ５／２５（日）８：２０～ 一ノ谷小学校運動場

豊田地区 ６／１（日）８：４０～ 豊田小学校運動場

発 生 件 数 　２８件（３１件）

死 者 数 ０人（　０人）

負 傷 者 数 　３５人（３４人）

市内の交通事故 １／１～３／３１

（　）内は昨年

くらしのワンポイントアドバイス

ワンクリック請求
　無料アダルトサイトで年齢認証ボタンを押し

たところ、突然登録になり９万円請求されたと

の相談が寄せられています。

　これは、アダルトサイトなどで、利用料金や

利用規約を明確にしないで、消費者がクリック

すると一方的に会員登録となり高額な料金を請

求する「ワンクリック請求」です。

　クリックしただけで契約が成立しているとは

考えられないので安易に支払わないこと。

　また、パソコンのＩＰアドレスや携帯電話の

個体識別番号から個人情報を知らせることにな

るので避けてください。不安に思う場合は、消

費者生活センターに相談してください。

　　西讃県民センター　☎２５−５１３５　

　　商工観光課商工係　☎２３−３９３３

５
月
１０
日
（
土
）

一
ノ
谷
小
学
校

５
月
１１
日
（
日
）

観
音
寺
小
学
校
、
柞
田
小
学

校５
月
１８
日
（
日
）

高
室
小
学
校
、
常
磐
小
学
校
、

豊
田
小
学
校
、
萩
原
小
学
校

５
月
２５
日
（
日
）

粟
井
小
学
校
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

次
は
あ
な
た
の
番
で
す
。

６
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～

（
雨
天
決
行
）

豊
浜
町
一
の
宮
公
園
「
一
の

宮
ド
リ
ー
ム
タ
ワ
ー
」
集
合

恋
人
の
聖
地
・
一
の
宮
公
園

→
雲
辺
寺
（
山
頂
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
ゲ
ー
ム
）
→
一
の

宮
公
園
で
カ
ッ
プ
ル
発
表

独
身
男
性
＝
２０
～
４０
歳
で
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
／

独
身
女
性
＝
２０
～
４０
歳

男
女
各
２０
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

男
性
３
、
０
０
０
円
／
女
性

２
、
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

５
月
２３
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会

　
　
　
　☎

５４

−

２
１
５
９

観
音
寺
の
秘
境
有
木
地
区
を
訪
ね
て

　平
家
の
落
人
の
里
と
伝
え
ら

れ
、
つ
い
最
近
ま
で
白
い
花
の

栽
培
や
白
い
生
き
物
の
飼
育
を

し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

有
木
地
区
。
雲
辺
寺
の
山
裾
深

い
と
こ
ろ
に
あ
る
集
落
を
訪
ね

歩
き
ま
す
。（
約
３
㎞
／
約
３
時
間
）

５
月
１１
日
（
日
）
午
前
９
時
４５

分
五
郷
ダ
ム
集
合
（
午
前
１０

時
出
発
）

件
に
な
り
ま
す
。（
事
前
審
査
・

研
修
あ
り
）

　県
内
に
も
虐
待
な
ど
の
理
由

で
親
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子

ど
も
た
ち
が
多
く
い
ま
す
が
、

里
親
の
も
と
で
暮
ら
し
て
い
る

子
ど
も
は
ま
だ
少
数
で
す
。

　家
庭
に
迎
え
入
れ
親
身
に
な

っ
て
一
緒
に
歩
む
里
親
制
度
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
８
７

−

８
６
２

−

８
８
６
１

香
川
県
西
部
子
ど
も
相
談
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
７

−
２
４

−

３
１
７
３

　さ
と
お
や
の
さ
と

　大
豊
商
工
会
青
年
部
主
催
の

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
７
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
め
で
た
く

ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
カ
ッ
プ
ル
も
！

～
温
か
い
家
庭
を
子
ど
も
に
～

　事
情
が
あ
っ
て
親
や
家
族
と

一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
、
家
庭
的
な
環
境
で
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
里
親

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　里
親
に
は
保
護
者
の
も
と
で

養
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
を
養
育
す
る
「
養
育
里
親
」

と
養
子
縁
組
を
希
望
す
る
「
養

子
縁
組
里
親
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　里
親
に
な
る
に
は
特
別
な
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心

身
と
も
に
健
康
で
子
ど
も
の
養

育
に
理
解
と
熱
意
、
愛
情
を
持

っ
て
い
る
こ
と
、
経
済
的
に
困

窮
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
条

２０
人

１
、
０
０
０
円

～
四
国
霊
場
開
創
１
２
０
０
年
～

　有
明
浜
の
自
然
と
観
音
寺

　四
国
霊
場
で
唯
一
、
一
つ
の

境
内
に
二
つ
の
札
所
が
あ
る
第

６８
番
・
６９
番
札
所
の
七
宝
山
観

音
寺
・
神
恵
院
。
そ
の
歴
史
と

琴
弾
公
園
の
自
然
を
感
じ
よ
う
。

（
約
３
㎞
／
約
３
時
間
）

５
月
１９
日
（
月
）
午
前
９
時
集

合
（
午
前
９
時
３０
分
出
発
）

道
の
駅
こ
と
ひ
き

２０
人

１
、
５
０
０
円

５
月
１
日
（
木
）
か
ら
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　観
音
寺
市
観
光
協
会

　
　
　
　☎

２４

−

２
１
５
０

　昨
年
好
評
の
写
真
展
を
、
こ

と
し
も
８
月
末
に
中
央
図
書
館

で
開
催
し
ま
す
。

　モ
デ
ル
を
希
望
す
る
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　参
加
費
は
無
料
で
、
撮
影
し

た
写
真
１
枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

子
育
て
応
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
レ
ン

ズ

　
　
　☎

２４

−

８
６
９
０

　防
犯
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
た

事
業
を
委
託
し
ま
す
。

（
１
件
３０
万
円
以
内
）

構
成
員
５
人
以
上
、
１
年
以

上
の
活
動
実
績
な
ど
一
定
の

条
件
を
満
た
す
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど

１０
事
業
程
度
（
書
類
審
査
）

６
月
３０
日
（
月
）
ま
で
（
当
日 

消
印
有
効
）

Ｈ
Ｐ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
左
記
へ
郵
送

香
川
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
３
３

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.k
a
g
a
w

a
.

lg
.jp

/k
u
rash

i/m
ach

id
u
k
u
ri/

　
　
　簡
単
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

５
月
１７
日
（
土
）、
６
月
１４
日

（
土
）
午
前
９
時
～
午
前
１１
時

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ

ャ
ン
パ
ス

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
ロ

ボ
ッ
ト
製
作
と
ゲ
ー
ム

小
学
生
以
下

１０
人

無
料

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

１
回
の
み
の
参
加
も
可

　
　同
校
総
務
課
地
域
連
携
係

　
　
　
　☎

８３

−

８
５
０
７

里
親
制
度
を

　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

交
流
定
住
促
進
事
業

　
第
５
回「
は
る
こ
い
」

か
ん
お
ん
じ
ま
ち
歩
き

　
　
　
　
参
加
者
募
集

防
犯
活
動
の
自
主
企
画

公
開
講
座
受
講
生
募
集

赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
写
真
展

　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
モ
デ
ル
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お
知
ら
せ

情
報

掲
示
板

募
　集

料

料

料

料

検 
索

注
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

け
方
教
室
、
子
ど
も
向
け
工

作
教
室
、
マ
ナ
ー
講
習
、
ト

リ
ミ
ン
グ
相
談
な
ど

無
料

坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

４
５

−

６
８
２
０

思
春
期
相
談
＝
５
月
１２
日

（
月
）
午
後
２
時
～
／
心
の
健

康
相
談
＝
５
月
２８
日
（
水
）
午

後
１
時
４５
分
～

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

事
前
予
約
が
必
要

相
談
は
毎
月
１
回
開
催

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

　ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る

子
ど
も
を
持
つ
親
が
集
い
、
自

由
な
雰
囲
気
の
中
で
話
し
合
い
、

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま

せ
ん
か
。

毎
月
第
２
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

香
川
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
４
階
会
議
室

（
高
松
市
松
島
町
１

−

１７

−

２８
）

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

義
務
教
育
修
了
後
の
「
ひ
き

５
月
１０
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
前
１１
時

善
通
寺
看
護
学
校

（
善
通
寺
市
仙
遊
町
２

−

１

−

１
）

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
、
看

護
の
歴
史
説
明
、
看
護
観
の

発
表

男
女
問
わ
ず
、
看
護
に
興
味

の
あ
る
人
や
将
来
看
護
師
を

目
指
す
人

無
料

５
月
９
日
（
金
）
ま
で

（
当
日
参
加
も
可
）

四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医

療
セ
ン
タ
ー
附
属
善
通
寺
看

護
学
校

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

３
６
８
８

　専
門
的
な
資
格
と
経
験
を
持

つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
愛
犬
の

飼
育
方
法
や
し
つ
け
な
ど
に
つ

い
て
楽
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

５
月
１１
日
（
日
）
午
前
１０
時
３０

分
～
午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

番
の
州
公
園
運
動
広
場
（
旧

番
の
州
プ
ー
ル
西
隣
）

愛
犬
と
共
に
ゲ
ー
ム
、
し
つ

こ
も
り
」
の
状
態
に
あ
る
青

年
期
（
３０
歳
く
ら
い
ま
で
）

の
子
ど
も
を
持
つ
親

無
料

事
前
予
約
が
必
要

　香
川
県
ひ
き
こ
も
り
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−
８
０
４

−

５
１
１
５

５
月
８
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分

高
松
地
方
裁
判
所
丸
亀
支
部

庁
舎
２
階
（
丸
亀
市
大
手
町

３

−

４

−

１
）

弁
護
士
に
よ
る
面
談
で
の
法

律
相
談
（
３０
分
程
度
）

無
料

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３
時

予
約
は
不
要
、
受
付
順

香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

５
月
１４
日
（
水
）
～
１６
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

５
月
１３
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

第
７
回
ワ
ン
だ
ふ
る

　
　
　
マ
ナ
ー
Ｄ
Ａ
Ｙ

善
通
寺
看
護
学
校

　
看
護
の
日
記
念
行
事

精
神
保
健
相
談

ひ
き
こ
も
り
親
の
会

憲
法
週
間
記
念
無
料
法
律
相
談

就
農
相
談

相
　談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

料料

料

料

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

図書館ボランティア募集！ 

「消費税アップ後
　　家計応援 BOOK」特集

今月のおすすめ本

　増税に負けない家計のやりくり
を応援します

「芥川賞・直木賞 150 回全記録」
文藝春秋 / 発行

　菊池寛が創設した両賞は、長く
支持され話題を提供してきた文学
賞です。本市出身の芦原すなおさ
んも掲載されています。

休館日　　　　5・12・19・26 日

★おはなし会
★古典文学講座

10日（土）　　　10：30～11：30
17日（土）　　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　「母なる海から日本を読み解く」佐藤優 著 （新潮社）

３日（土）　　13：30～14：10
24日（土）　　10：30～11：10
20日（火）　　11：00～11：30
16日（金）　　13：30～

中央図書館

豊浜図書館
３日（土）　　13：30～14：30

24日（土）　　10：30～11：00

★工作教室
　新聞紙でかぶとや吹き矢をつくってあそぼう！
★おはなし会
　絵本「にんにんじんのにんじんじゃ」ほか

内　容：図書館行事などの補助
（工作や折り紙など、
特技のある人、歓迎！）

対象者：個人または団体
注　意：謝礼・交通費なし

活動に際してのボラン
ティア保険加入料は図
書館が負担

受　付：随時
（中央・大野原・豊浜
図書館）

問い合わせ先　　　　　
中央図書館 ☎23−3960



27

日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１４日（水）・２８日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　２１日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 ７日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　 ９日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　８日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

１３日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１４日（水）午後１時３０分～午後

４時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　１日（木）・１５日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 １日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１８日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　７日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人 　 １３日（火）・２７日

（火）午前１０時～午後３時　  社会福祉センターふれあ

い相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　２０日（火）午後１時

～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

　大野原☎５４−５７１４　 １日（木）・１５日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ２０日（火） 

午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　７日

　（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２階会議室

／　２０日（火）午前１０時～午後４時　大野原中央公民館

３階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　土・日・祝

を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

行政相談　☎２３−３９１５　　１６日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家１階相談室

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所
所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所

○

浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に

土
の
う
を
積
む

○

停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や

ラ
ジ
オ
を
常
備
す
る

○

避
難
に
備
え
て
貴
重
品
な
ど

の
非
常
持
出
品
を
準
備
す
る

○

断
水
な
ど
に
備
え
て
飲
料
水

を
確
保
す
る

火
災

７
１
３
件

１
件

火
災
・
救
急
件
数

1
1
〜

3
31

救
急

　近
年
の
集
中
豪
雨
に
は
、
次

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

○

降
雨
の
範
囲
が
局
所
的

○

降
雨
時
間
が
短
い

○

単
位
時
間
当
た
り
の
降
雨
量

が
多
い

　こ
の
よ
う
に
降
る
雨
を
ゲ
リ

ラ
豪
雨
と
い
い
ま
す
。
近
年
、

全
国
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り
、

河
川
の
氾
濫
や
鉄
砲
水
、
道
路

が
冠
水
し
て
車
両
が
水
没
す
る

な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。　日

ご
ろ
か
ら
水
害
に
対
す
る

備
え
や
付
近
の
道
路
の
冠
水
箇

所
を
把
握
す
る
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
が
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
事
前
対
策

○

雨
ど
い
や
排
水
口
の
落
ち
葉

や
土
砂
な
ど
を
取
り
除
く

こ
れ
か
ら
の
季
節

　
　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
注
意

３月１日～３１日（敬称略）

香典返し

原 町

流 岡 町

観音寺町

原 町

豊浜町箕浦

天 神 町

豊浜町和田浜

村 黒 町

豊浜町和田浜

豊浜町箕浦

石井　勝康＝

小山　晃俊＝

原　　幸弘＝

小林　稔明＝

寶田　正一＝

　　 子＝

合田　芳浩＝

溝淵美津恵＝

合田　繁久＝

石原　靖子＝

川上　準一＝

木村　　惠＝

譽田　久子＝

安藤　　衛＝

大西　由朗＝

高橋　藤貴＝

岡﨑　勝彦＝

ふくしまつり実行委員会

豊浜町和田

出 作 町

古 川 町

高 屋 町

柞 田 町

池之尻町

室 本 町

一般寄付



4

11

18

25

1

8

15

22

29

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

ふれあい広場

3 カ月児健診

筋力つけんな～教室

ふれあい広場

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 14:30

28

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

62,805 
30,209 

24,199
32,596

角
かく

塚
づか

古墳③ （大野原町）観音寺市の
　古墳文化

４月１日現在
 外国人を含む

５

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

医
歯

薬

競
高

伊

常
木保

いき
ふれ

大集休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

大野原中央集会場
競輪場
高室公民館
常磐公民館
木之郷公民館
伊吹公民館
愛育会行事

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福

育児相談

のびのび教室

小林整形外科医院

さいとう歯科医院

快生堂くにた調剤薬局

ケイ・アイ薬局

国土外科医院

三豊総合病院（歯科）

第健調剤薬局

ＪＲ豊浜駅

高室医院

ナショナル調剤薬局

姫浜調剤薬局

かもだ内科クリニック

たくま歯科医院

コスモ調剤薬局観音寺店

姫浜調剤薬局

パパママ教室

ぴよぴよクラブ河田病院

タカシ歯科クリニック

快生堂茂木調剤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

親子ふれあいコンサート
（常磐小学校）

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

茂木町  ☎25－3668

坂本町  ☎24－4618

茂木町  ☎57－5117

豊浜町  ☎52－5100

医

医 医 医

医

医

伊

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬 薬

薬

薬

薬

木

木

木

木

木

保

高

常 常

競

高

高

高 いき

いき

いき

はつらつ会

10 カ月児相談

愛あいサークル

はつらつ会

1 歳 6 カ月児健診

愛あいサークル

はつらつ会

愛あいサークル

もぐもぐレッスン

9:00～11:00

13:15～13:45

9:00～14:00

9:00～11:00

13:15～13:45

9:00～14:00

9:00～11:00

9:00～14:00

10:00～11:30

いき

いき

いき

いき

いき

ふれ

骨密度測定

3 カ月児健診
13:30 ～ 15:00

14:00 ～ 14:30

いき

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

ぴよぴよクラブ

健康相談

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 14:30

いき

いき

豊福

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

あぶあぶひろば
わくわくクラブ
健康栄養相談
さわやか栄養教室
1歳6カ月児健診

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

3歳児健診

のびのび教室

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

のびのび教室

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 14:15

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

（H25 年 11月生まれ）（旧観音寺市Ｈ２2 年 10 月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２5 年 7 月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２６年2 月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２４年１０月生まれ）

ふれあい広場

筋力つけんな～教室

ふれあい広場

のびのび教室

いき いき

ふれ

大集

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

渡辺ハートクリニック内科

ファーマシィ観音寺薬局

快生堂豊浜調剤薬局

香川井下病院

ヒロ調剤薬局

ケイ・アイ薬局

植田町  ☎23－2022

植田町  ☎57－6860

豊浜町  ☎56－3260

大野原町 ☎52－2215

大野原町 ☎56－3193

豊浜町  ☎52－1818

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 11:30

10:00 ～ 11:00

はつらつ会

愛あいサークル

健康栄養相談

ふれあい広場

元気なのぅ（脳）～教室

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

要予約

　横穴式石室入口付近には、

現在コンクリート製の門が

作られています。平成２３年

度の調査でこの門の外側か

ら大きな石が発見されまし

た。これは石室の入口部分

に据え付けられたものと考

えられ、このことから、石室全体の長さはこれまでより２・５ｍ

長く、１２・５ｍであることが分かりました。 （次号に続く）

柞田町  ☎25－7311

粟井町  ☎27－9328

柞田町  ☎24－1339

豊浜町  ☎52－1818

古川町  ☎25－0290

豊浜町  ☎52－3366

豊浜町  ☎56－3477

高屋町  ☎25－8311

高屋町  ☎56－0012

豊浜町  ☎52－1733

坂本町  ☎23－4976

三野町  ☎73－5581

坂本町  ☎24－8191

豊浜町  ☎52－1733

9:00 ～ 14:00

豊福

常

常

常

保

いき はつらつ会

愛あいサークル

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 16:00

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ24 年９月・１０月生まれ）

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ26 年 1月・2 月生まれ）

いき

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

５月の納税

軽自動車税（全期）

納期限　６月２日（月）
納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

保

保

保

☎　２３−３９６４
☎　２３−３９６２
☎　２５−７７９１

石材発見時の状況→

愛

献血

愛

要予約


